
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０３

基盤研究(B)（一般）

2014～2012

認知症者のアパシーの治療やリハビリを目的としたクロスモーダル刺激提示の研究

A research on pseudo-presence by using cross-modal stimuli for the elderly with 
dementia

６０３９５１６８研究者番号：

桑原　教彰（Kuwahara, Noriaki）

京都工芸繊維大学・工芸科学研究科・准教授

研究期間：

２４３０００４７

平成 年 月 日現在２７   ６ ３０

円    13,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題では，高齢認知症者（以下，患者とする）の自立生活を可能にする支援技術とし
て，様々な行動への動機の薄れた患者に対して身体的にアクティブに働きかける行動支援メディア（行動を支援するソ
フトウェアや身体性を伴うエージェントなどのツール）を包括的に検討し，このメディアを活用した病院や介護施設で
の治療，リハビリプログラムを確立する．具体的には，擬人的媒体による患者とのアイコンタクトや共同注視などの視
覚刺激，及び聴覚，触覚刺激のクロスモーダルな提示により、あたかも介護者が寄り添い働きかける感覚（寄り添い感
）を引き出し，行為への動機づけを強化するのか明らかにする．

研究成果の概要（英文）：In this research, we investigated the assistive technology for allowing 
independent living of elderly persons with dementia (the patient) who often lose motivation to the 
various actions by using a behavior support media such as the agent with the software and physicality, 
and established the rehabilitation method by using such a media. Specifically, we developed the way to 
present cross-modal stimulus of visual stimili such as eye contact and joint attention of the patient by 
anthropomorphic media, hearing stimuli, and tactile stimuli as if the caregiver touched the patient that 
encourage the patient's motivation.

研究分野： ヒューマンコンピュータインタラクション

キーワード： 認知症　アパシー　擬人化エージェント　クロスモーダル　リハビリ
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１．研究開始当初の背景 
アルツハイマー病を代表とする高齢認知

症の患者は，自身の行動や周囲に起こった出
来事をそのつど忘れるという記銘力障害を
発症する．さらに患者は，徐々に怒り・幻覚・
失禁・徘徊などの行動障害を発現する．研究
代表者の桑原は研究協力者の安田らと共に，
これら行動障害を抑制し家族介護者の負担
を軽減するため，患者を情緒的な側面から支
援する技術（情報セラピー）の研究開発を実
施してきた．具体的には，患者の思い出の写
真に自動的に映像効果や音声・BGM を付与
した思い出ビデオという回想メディアや，そ
れを遠隔の端末間でインタラクティブに共
有する機能を開発して遠隔回想法システム
を実現した [桑原 2007]． 
その後，桑原と安田はビデオリマインダー

を配信することで患者が予定された行動を
実施できるよう，患者の信頼する療法士や患
者の孫などがビデオでその効用を説き行動
に誘導するシステムを構築した．さらに我々
の研究グループは，擬人化エージェントと人
との間の視線コミュニケーションを用いた、
基盤研究 (B)「記憶障害や認知症を有する方
を意欲創出,注意誘導で支援する行動支援メ
ディアの研究」（2009～2011）を実施し，支
援技術を研究するとともに，支援技術をサー
ビスとして統合的に利用できるシステムを
在宅の患者と家族に提供し効果を確認した
[Kuwahara2010]． 
しかし患者は症状の進行とともにいずれ

は無気力状態（アパシー）を発症するなどで，
そもそも映像や音声の刺激に全く興味を示
さず反応しない状況へと移行した．患者の多
くはこういったアパシーを発症し，何事にも
興味を失い自ら何かをする意欲を失ってし
まう．これは患者家族の大変な精神的ストレ
スになるだけでなく，患者の身体機能，認知
機能の廃用を進行させ，いわゆる寝たきりと
なってしまう可能性が高いが，アパシーには
薬物療法が奏功しない場合が多い．このため
介護施設などでは，介護スタッフが患者に対
するアイコンタクトやボディタッチを伴う
働きかけを積極的に行い，身体機能，認知機
能の維持に患者が取り組めるよう支援する
必要がある．しかし介護スタッフのマンパワ
ーが不足している現状では，必ずしも十分に
そのような支援を実施できない．また在宅介
護において，そのような働きかけを家族が常
に行うことも難しい． 
そこで我々の研究グループは視線コミュ

ニケーションなどの視聴覚への刺激に加え，
患者に対するアクティブな身体的刺激を与
えるクロスモーダルな刺激提示により，介護
スタッフによる働きかけで患者が得られる
感覚を引き出すことを目指す．そして介護ス
タッフが必ずしも寄り添っていなくても患
者に行為への強力な動機づけを与えること
で，自ら身体機能，認知機能の維持を可能と
する技術の実現を目的とする．これまでもハ

プティックディスプレイの研究として人に
伝わりやすいプッシュ型の触覚通知をする
研究は多数行われているが（[Kajimoto2010]
等），杉原らによる最近の認知症者支援技術
の動向調査の結果[杉原 2011]からも，視覚刺
激と触覚刺激をクロスモーダルに提示して
寄り添い感を生成し，強力に患者の注意誘導
や意欲創出を行う研究は，認知症者への支援
技術の研究としては国内外で例がない． 
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２．研究の目的 
本研究は，患者に身体的刺激を与えるため

の，患者が受容できるポータブルかつウェア
ラブルな触覚刺激提示エージェントの研究，
次にこのエージェントからの触覚，及び聴覚
刺激，さらにディスプレイからの視覚刺激を
クロスモーダルに組み合わせて，あたかも介
護者が寄り添い働きかける感覚（寄り添い
感）を生成する技術の研究，そしてこれを病
院や介護施設で活用して治療，リハビリプロ
グラムを確立する研究からなる．以下に各テ
ーマに対するサブテーマを示す． 
 
(1)  ポータブルかつウェアラブルな触覚刺

激提示エージェントに関する研究 
① 患者に許容されるエージェントのア

ピアランス，ビヘイビアのデザイン
と実装 

② 寄り添い感の生成に必要な触覚刺激
提示メカニズムのデザインと実装 

 
(2)  寄り添い感生成のための視聴覚，及び触

覚刺激のクロスモーダル提示に関する
研究 
① 寄り添い感生成のための視聴覚，及



び触覚刺激のクロスモーダル提示
方法の検討 

② 寄り添い感生成のための視聴覚刺
激のデザインと実装 

③ 視聴覚刺激と触覚刺激のインテグ
レーションと寄り添い感の評価 

 
(3)  介護施設での治療，リハビリプログラム

の確立に関する研究 
① リハビリプログラム，および効果を

評価する実験プロトコルの検討 
② 効果の検証 

 
３．研究の方法 
(1)  ポータブルかつウェアラブルな触覚刺

激提示エージェント研究 
患者に対して必要に応じて触覚刺激提示を
行うためには，触覚刺激提示デバイスが患者
に対してポータブルかつウェアラブルであ
ることが望ましい．しかし特に中度から重度
の患者は，体に何かを装着するその意図を理
解してもらうことが難しい．こういった患者
に触覚刺激提示デバイスを常時，装着しても
らうために重要なポイントは，デバイスに患
者が愛着を感じ常に一緒に居たい，装着した
いと思ってもらうことにあると考える．常時
装着してもらうことで，デバイスを患者の体
へ自動的にアプローチさせるなどの複雑な
処理や機構が不要となり，安全も確保できる
メリットがある． 
 研究分担者の米澤は，腕に抱きつくポータ
ブル型の擬人化エージェント（ロボット）を
用い，ロボットが腕に振動を与えるだけでな
く，圧力をかけたり温度変化を与えたりする
ことなどで，擬人的なスキンシップを実現す
る研究を行っている(図 1)．これまでに，予
備的な実験結果ではあるが，高齢者を含む健
常な被験者は擬人的なスキンシップ表現に
対して愛着を感じ，また使用したいと答える
被験者も多かった．このことから腕に抱きつ
くポータブル型のロボットは，利用者に愛着
の感情をもたらすことで，常時装着してもら
える可能性がある触覚刺激提示デバイスで
あると考えられる．一方で，本研究課題がタ
ーゲットとしている中度から重度の患者に
対して，こういったデバイスが受容されるか
どうかは検証の必要がある． 

 
図 1 腕に抱きつくポータブル型のロボット 

 

(2)  寄り添い感生成のための視聴覚，及び触
覚刺激のクロスモーダル提示研究 

視覚刺激と触覚刺激のクロスモーダルな
提示によって，例えば自分の身体の一部があ
るはずのない場所（「そこ」）に提示された，
CG 映像などの架空の身体の一部への刺激を，
自分の体の一部が「そこ」にあって触覚刺激
を受けているように感じる現象は，ラバーハ
ンド錯覚として知られている．視覚的な刺激
と触覚的な刺激が同じタイミングで提示さ
れると，「これが私の身体である」という感
覚が拡張する．この現象は，本物の自分の身
体の一部と矛盾しない位置に，架空の身体の
一部が見えている場合に発生することが知
られている．しかしさらにニホンザルを用い
た電気生理実験の結果からは，視覚と触覚の
相互作用が，身体そのものの近傍で生じるだ
けでなく，身体から離れた場所に投影された
身体像に対しても生じることが示唆されて
いる． 
そこで図 2に示すように，患者の身体を映

す姿見の鏡に介護スタッフの映像を重畳表
示した視覚刺激を提示し，それと同時に患者
の耳元に，介護スタッフの語りかけを聴覚刺
激として提示する音場を生成して，さらに抱
きつき型のロボットから触覚刺激を提示す
るクロスモーダルな刺激提示の実験システ
ムを構築する．このための映像，音声，そし
て触覚提示のデザインと実装を行う．そして
介護スタッフが寄り添った感覚が生成でき
るか，健常者を被験者として主として主観評
価で評価し，各刺激提示，また提示タイミン
グなどについての要件を明らかにする． 

 

図 2 クロスモーダルな視聴覚，触覚刺激の

提示 

 
(3)  リハビリプログラムの研究 
リハビリプログラム，および効果を評価す

る実験プロトコルの検討として，実際の介護
スタッフが実施する治療，リハビリプログラ
ムを，部分的にクロスモーダルな刺激提示で
生成される寄り添い感を用いたものに置き
換えるための検討を実施する． 
また評価実験による効果の検証として，臨

床現場に本研究で構築したシステムを適用
し，その効果を症状改善などの指標から検証
する．医学的指標には GBS 尺度の簡易版や介



護記録に記録された睡眠時間，クレーム対処
時間などを用いる． 
 

４．研究成果 
(1)  ポータブルかつウェアラブルな触覚刺

激提示エージェントに関する研究 
装着型寄り添いぬいぐるみロボットにつ

いて，パートナーのような擬人化された端末
として，触覚提示部と擬人化表現ロボット部
を備える．ユーザ自身の状況やロボットの表
現内容に応じて，適切にスキンシップ表現を
行うため，報知表現と愛着表現の 2 タイプの
スキンシップ表現を用意した．また，触覚提
示の強度などを適切に調整するために，着衣
の状況（厚さ）を計測するセンサと，ユーザ
の状況を推定するセンサを備えている． 
本研究課題では，以下の 2 種類のプロトタ

イプシステムを製作した（図 3: 種々のセン
サ・アクチュエータを含むプロトタイプシス
テム，図 4: 実証実験での利用を想定した簡
略化システム）． 

 

図 3 プロトタイプシステム 

 

図 4 簡略化システム 

 
(2)  寄り添い感生成のための視聴覚，及び触

覚刺激のクロスモーダル提示研究 
視覚刺激として，鏡のように患者の今の姿

を映し出すものに，患者以外の人物の映像を
合成する．患者に寄り添うように合成される
人物は，話しかけるような動作をしたときに
聴覚的刺激を与えることで，クロスモーダル
な刺激提示を与えることが可能と考えた．そ
こで，図5のように被験者の全身を鏡に映し，
その鏡像に患者以外の人物の映像を表示し
た．図 6に実際の装置の写真を示す． 
 

 

図 5 クロスモーダル刺激提示用のディスプレイ

装置の概念図 

 
図 6 実際の装置の写真 

 
(3)  リハビリプログラムの研究 
 高齢認知症者を介護するグループホーム
において，主として視聴覚刺激を中心に用い
たリハビリプログラムの研究を実施した．提
示される映像の種類とその時の患者の表情
の相関を求め，患者の過去の写真や映像，ま
たなじみのある楽曲などのリハビリ効果を
確認した．またリハビリ効果の計測方法とし
て表情分析ソフトウェアの利用の有効性を
示した． 
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